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キリンディスティラリー富士御殿場蒸溜所で消毒用アルコールを製造し、 
静岡県及び御殿場市に無償で提供 

 
キリンビール株式会社（社長 布施孝之）のグループ会社であるキリンディスティラリー株式会社（社長 押田明

成）は、新型コロナウイルス感染拡大の長期化により需要がひっ迫している消毒用アルコール※1 を同社富士御殿場

蒸溜所（静岡県御殿場市）にて製造し、5月 15日（金）以降、合計 5,400L（18L Bag in Box※2を計 300

箱）を、静岡県と御殿場市へ無償で提供します。 
※1 アルコール度数 65％のアルコール水溶液 

※2 プラスチック製の内装容器と段ボールケースの外装容器を組み合わせた液体用容器 
 

今回提供する消毒用アルコールは、キリンディスティラリーにおいて、通常は業務用向け製品を製造しているラインを使

用し、監督官庁からの指導の下、消毒用向けの高濃度アルコールを製造し

て静岡県及び御殿場市に提供し、医療機関などで役立てられる予定です。 
 

キリングループは、長期経営構想「キリングループ・ビジョン 2027

（KV2027）」に掲げている、社会と価値を共創し持続的に成長するため

の指針「キリングループ CSV※3 パーパス」に則り、新型コロナウイルスの感染

拡大の中、全てのステークホルダーの健康や日常生活を支えるため、状況に

応じたキリングループならではの対応を検討・実施することで社会的責任を

果たしていきます。 
※3 Creating Shared Value の略。お客様や社会と共有できる価値の創造。 

  

■新型コロナウイルス感染拡大における消毒用アルコールに関するキリングループの取り組み 

消毒用アルコールの原料となる原料用アルコールの製造強化 

当グループのメルシャン八代工場、協和発酵バイオ山口事業所では、消毒用アルコールの原料となる原料用アルコー

ルを製造し、消毒用アルコールメーカーに供給しています。新型コロナウイルスの感染拡大による影響が継続することが

想定される中、昨今の社会課題である消毒用アルコール不足の解決に向けて供給責任を果たすことを使命に、メル

シャン八代工場では、原料用アルコールの年初製造計画に対して 4 月は約 30％増産、今後も日産の能力拡大

や稼働日を最大限増やすなどし、高まる需要に最大限対応します。 
 

「BREWERIES UNITE FOR IBARAKI」への参画 

キリンビールは「BREWERIES UNITE FOR IBARAKI」に参画します。当プロジェクトは、茨城県に工場を持つキリン

ビール、アサヒビール株式会社（代表取締役社長 塩澤賢一）が、新型コロナウイルス感染拡大防止策の外出自粛

により、飲食店向けに製造した工場内在庫で出荷が見込まれないビールを、木内酒造合資会社（代表社員 木内

洋一）に提供し、同社八郷蒸溜所で手指消毒に使える高濃度エタノールに製造いただくものです。この高濃度エ

タノールは、茨城県内の地方公共団体へ寄贈します。 
 

■新型コロナウイルス感染拡大に対するキリングループの基本方針と取り組みについて（ニュースリリース） 

https://www.kirinholdings.co.jp/news/2020/0430_01.pdf 
 

キリングループは、自然と人を見つめるものづくりで、「食と健康」の新たなよろこびを広げ、こころ豊かな社会の実現に

貢献します。 
 

https://www.kirinholdings.co.jp/news/2020/0430_01.pdf

